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第第３３学学年年「「ててつつががくく創創造造活活動動」」学学習習指指導導案案 授業者 河合 紗由利 

２月１４日（金） ３階 C 室  ９：５０～１０：５０（ともに学ぶ ～個と協働の往還～ 部会） 

 

１ 活動名 みんなとやってみよう 

 

２ 活動について 

 ２学期までのプロジェクト型活動では、学期ごとに自分のやりたいことを見つけ、学級の枠を超えて

プロジェクトのグループ（以下 PJ）を設定してきた。子どもたちそれぞれがやりたいことを提案し、

その提案をお互いに見合いながら活動内容を決めた。自分では決められないという子もいたが、他者の

提案を聞いてやりたいことを選んで決めることができた。発表に対しても意欲的で、どうやったら自分

たちがやったことをわかってもらえるのか子どもたちなりに工夫しようとする様子が見られた。一方

で、残り時間を意識して見通しを持って取り組むことは難しく、直前に時間が足りなくなり、朝の活動

の時間などをプロジェクト型活動の時間に変えたことがあった。 

 ３学期は、学級ごとに PJ を設定し進めることにした。２学期まで一緒にやっていたからまた同じメ

ンバーでやるということができなくなることで、改めて自分のやりたいことが何かを問いなおすきっか

けにしてほしいと考えている。また、発表会に向けた計画など、これまで教員から提示されてきた事柄

を子どもたちで話し合って決めるように促していきたい。学級で活動することによって、使える場所が

限られるようになり、活動の規模が小さくなることが考えられる。子どもたちの活動にとって制約とな

りえる事柄を自分たちで工夫して乗り越えていくことも期待したい。 

 １単位時間の使い方は、それぞれの PJ ごとに活動を進め、片付けをしてからふり返りという流れを

基本としている。学級全体で共有したいことや話し合いたいことがあった場合には、片付けの後に全員

で集まって話し合う時間を設定している。本時は、３学期の活動時間のうち約半分を終え、終盤に差し

掛かっている。発表会に向けて話し合うことが出てきている場合が考えられる。残り時間の見通しを示

しつつ、自分のやりたいことと、学級全体が納得できるように話し合いが進められるように促していき

たい。 

 

３ 学習活動計画（１４時間目／全２２時間） 

第１次 やりたいことを考えよう   …３時間 

第２次 やってみよう        …本時１１／１３時間 

第３次 伝えよう          …６時間 

 

４ 本時の学習について 

 (１）本時のねらい 

 ・活動の見通しを持って取り組むことができる。 

 ・相手の気持ちを想像しながら話し合うことができる。 

（２）予想される本時の展開 

主な学習活動と子どもの姿 留意点 

１．活動 

 

２．片付け 

 

３．話し合い ＊話し合いの必要な事柄があった場合に実施する。 

 

４．ふり返り 

・時間の見通し、教室の使い方などを確認する。 

・安全面については不安な点ははっきり指摘する

が、基本的には見守る。 

・全員で話し合うことと、担当者だけで話し合う

ことを整理しながら進める。 

・話し合いの内容についてもふり返るように声を

かける。 

＊子どもたちの活動の詳細は、当日の資料にてご確認ください。 

第第４４学学年年「「算算数数」」学学習習指指導導案案 授業者 久下谷 明 

２月１４日（金） ３階 A室  １０：００～１０：４０ （話し合い１１：００～１１：４５） 

 

１ 題材名 倍の考え（小数・分数） 

２ 題材について 

 本時では、右記の問題に取り組む。問題

に対する式は 160÷50=3 あまり 10となり、

答えは 3 本(とれて 10cm あまる)となる。しかし、「小数のか

け算・わり算」の学習でわりすすむ経験をしていることか

ら、160÷5=3.2 と計算し、3.2 本などと考える子も予想され

る。問題に照らすと答えは前者と言える。それを確認した上

で、後者のような考えについて、単に誤りとして済ますので

はなく、その意味を考えることをしていきたい。そして、

160cm を１本分の 50cm で測り取っていき、あまりの 10cm と１

本分の50cmを見比べ、「50cmを１とみると、20cmは 0.2にあ

たる」や「50cmの1/5(0.2)は 20cmになる」といった見方をし

ながら、3.2 の意味を捉えていければと思う。その際、何と何を比べ、何を 1（もとにする大きさ）と

しているかを意識しながら、3.2 や 0.2 という数値について考えていきたい。このように、複数の考え

が出された時、それぞれの考えの正しさについて、もともとの問題に照らし合わせて判断するとともに、

異なる考えや式について「どうしてこのように考えたのだろう？」「これにはどのような意味があるの

だろう？」と、他者の言葉を聴き、図等と関係づけながら解釈していくプロセスを大切にし、そのよう

に考える姿勢を育んでいければと思う。そして、そのようなプロセスを通して、小数や分数を、文脈に

応じて、量を表す数としてだけでなく、関係(倍)を表す数としても捉えていくことができるようになれ

ばと考えている。 

３ 学習指導計画 

本時に関わるであろう第４学年の既習内容と、その後の展開は下記の通りである。 

小数➡小数のかけ算・わり算(小数倍は除く)➡倍の見方(整数倍)➡分数➡「本時」➡ 小数倍   

４ 本時の学習について 

 (１)本時のねらい 

 答えの意味について、図等と関係づけて考えることを通して、0.2(小数)や 1/5(分数)を、量を表す数とし

てだけでなく、関係(倍)を表す数としても捉えていくことができる。 

（２）予想される本時の展開 

主な学習活動と子どもの姿 留意点 

1 課題を把握する。 

2 自力解決をする。 

・160÷50＝3 あまり 10  答え:3 本(とれて 10cm あまる) 

・160÷50＝3.2      答え:3.2 本       

3 考えを共有し、3.2 本の意味を考える。 

・3 本とあと 0.2 本。 

 ・0.2 は、50cm を 1 とみた時に、10cm が 0.2 にあたる

ということ。 

 ・0.2 は、2/10(1/5)で、50cm の 2/10(1/5)というこ

と。（50cmを 1 とみた時、10cmは 2/10(1/5)にあたる。） 

4 学習をふり返る。 

・160cm の紙テープを提示する。 

                160cm 

 

 

・考える時間をとり、自分の考えや理由を、

式や図などを用いて説明することを促す。 

 

・紙テープや図をもとに、考えを共有する。 

・図と式（数）を関係づけ、何を１（もとの

大きさ）として見ているのかに着目し、確

認をしていく。 

□授業後の話し合いで話題にしたいこと 

数学的コミュニケーションがなされていたか。また、考えを聴きあうことが、倍の見方や小数や分数

の関係（倍）を表す数としての捉えにつながっていたか。 

160cm の紙テープがあります。 

この紙テープから、50cm の紙テープは何本とれますか。 

 

↓ 

160cmの紙テープがあります。 

この紙テープから、50cmの紙テープは何本とれますか。 
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